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資料６ 

 
 

動物用医薬品専門調査会の運営体制に関する事項 
（平成１８年７月２６日動物用医薬品専門調査会決定） 

 
  （総則） 
第１条 動物用医薬品専門調査会の運営については、「食品安全委員会専門調査会運営規程」（平

成１５年７月９日食品安全委員会決定。以下「運営規程」という。）その他の食品安全委員会決

定に定めるもののほか、この決定の定めるところによる。 
 
  （確認評価部会の設置） 
第２条 動物用医薬品専門調査会に確認評価部会を置く。 
２ 確認評価部会は、暫定基準が設定された動物用医薬品であって、優先物質（国際リスク評価

機関においてADI（一日摂取許容量）の設定ができないとされたもの及び食品を通じて国民が

摂取する量が比較的多いものをいう。）以外のもののうち動物用医薬品専門調査会が指定するも

のの食品健康影響評価について調査審議する。 
３ 確認評価部会は、専門委員により構成し、その属すべき専門委員は、動物用医薬品専門調査

会の座長が指名する。 
４ 確認評価部会に座長を置き、確認評価部会の座長は動物用医薬品専門調査会の座長とする。 
５ 確認評価部会の座長は、当該確認評価部会の事務を掌理する。 
６ 確認評価部会の座長に事故があるときは、当該確認評価部会に属する専門委員のうちから動

物用医薬品専門調査会の座長があらかじめ指名する者が、その職務を代理する。 
７ 原則として、確認評価部会は単独で開催される。 
８ 確認評価部会の調査審議した結果については、動物用医薬品専門調査会の了解を得て、動物

用医薬品専門調査会の議決とする。 
 
  （雑則） 
第３条 確認評価部会の運営については、前条までに定めるもののほか、運営規程その他の食品

安全委員会決定に準ずるものとする。 
２ この決定に定めるもののほか、動物用医薬品専門調査会の運営に関し必要な事項は、動物用

医薬品専門調査会の座長が動物用医薬品専門調査会に諮って定める。 
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動物用医薬品専門調査確認評価部会名簿案(五十音順) 

 

 

 

     井上 松久 （北里大学副学長） 

 

     今井 俊夫 （国立医薬品食品衛生研究所 

安全性生物試験研究センター病理部第三室長） 

 

    津田 修治 （岩手大学農学部教授） 

 

    寺本 昭二 （（財）残留農薬研究所理事長） 

 

    頭金 正博 （国立医薬品食品衛生研究所医薬安全科学部第二室長） 

 

   ○林  眞  （国立医薬品食品衛生研究所 

安全性生物試験研究センター変異遺伝部長） 

 

   ◎三森 国敏 （東京農工大学大学院共生科学技術研究院教授） 

 

◎：座長 ○：座長代理 

 

 


